「抄」と「聞書」 ― 岷江入楚の「箋」二種― by 小髙 道子
九岷江入楚は三条西実枝の説であることを示す「箋」について、 「抄」




岷江入楚は 「此抄引処ノ肩付」 として 「河海抄、花鳥余情、弄花、秘
（三西家ノ抄
　













































































































ている通り、 「若菜下ヨリ宇治十帖ハ」 予聞書ヲ箋ト載了」すなわち「箋」とは「予聞書ヲ」指すと推定される。 「箋聞」も通勝の聞書と推定されるから、 「箋」も「箋聞」も いずれも実枝の講釈を聴いた聞書と推 でき 。
若菜下巻といえば、岷江入楚「此抄引処ノ肩付」に、 「若菜下ヨリ宇
治十帖ハ予聞書ヲ箋ト載了」 と記された巻である。また、 『 践女子大学蔵常磐松文庫九条家本源氏物語聞書』 （以下、九条家本と略す） によると、通勝は若菜の巻の「宮にいとよく」以前までは紹巴、以後は実
（７）
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「訂正指示」 」 （ 『中京大学国際教養学部論叢』平
28・９）で検討した。
（
10）智仁親王の聞書については、 「細川幽斎の古今伝受」 （ 『国語と国文学』昭
55・８）で検討を加えた。
（
11） 『源氏物語注釈史 研究』 （平５
　
新典社）
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